





















































































しかし、野蛮なる民は我が国を動乱して、とどまることを知らず、我が国の喪失と世の乱れは日ごとに甚だしい。我が身は自然あふれるこの地に落ち着き 仕事にも生活にも満足しているが、我が心はどうして、平時に故郷で暮らしていた時のように悠然としておられようか。およそ過ぎて戻らざるは時であり、起こりて止まざるは思い ある。ましてや、こ まで非常な危険を経て、命ばかりはかろうじて助かり、民衆の大いなる苦しみを見てきたのだ。今後 どうしてのんびりと日々を過ごし、自然に心を解き放つことができようか。そこで、この日記を書くことで、前述の五篇 続きとする。革張りの立派な日記帳は無いが 毎日欠かさず日記をつけて 途中で止めることの無いように たい。それは事実や気持ちを記すためだけではなく、恒心に励み、





















































任した一〇月二四日にはまだ校舎も完成しておらず、建設作業の進む中、新学期が始まった。学生数は百三〇余名、教師は 余名で、学生はほとんどが広西出身 あっ のに対し、教師 多くは全国各地から桂林に疎開して

















あって、かなり 難産となり、意 不明のまま帝王切開での分娩となった。症状は極めて重篤で、昏睡状態が一昼夜続いた。その折の様子を は日記に次 ように記してい 。　　
明け方、力民が突然目を覚まし、空腹を訴えた。本人の話では、入院後すぐに記憶を失い、この時初めて意識が戻ったとのこと。全身の疲労感はあるものの、意外にも痛みは無い由。今回は言わば安産ではなかったが、通常のお産に比べて痛みが少なく、正に「禍を転じて福となす」結果となった。妻 自分がもう出産を終えとは信じず、ま 生まれたの 男児であるとは更に信じなかった。陳宝
（豊子愷の長女、大野注）
が看護士に



















































































































































































































この一年のうちに、苦難や心配、 らだち、緊張、危険などはもう既に充分 経験した。 かし そ 一方で、思いがけない幸運や危険からの避難、新しい経験 楽しみの味 少なからず味わえた。
（中略）
これまで
の生活は、あたかも大平原のようで、長 道が果て なく続き、変化に乏しく せいぜい、いくつ の曲がり角を曲がり いくつ 溝を飛び越え、ある いくつかの橋 渡 たに過ぎ 。この一年間は険 い山道のようなもの あった 、 こで私は少な ぬ経験を重ね、少なからぬ鍛錬を受けた しか ながら、私決して、険しい山道を賛美し 平ら 広々と た道 楽しまな 訳 はない。広々とし 大きな道をゆっくり
豊子愷『教師日記』研究（一）〔大野　公賀〕
236






る。国家の行方にも、自分自身や家族の将来にも何の見通しも立ってはいないが、それでもひとまず桂林に落ち着くこともできた。陸遊の詩はいわば、豊子愷が自分自身に向けて、そし また陸遊の詩と豊子愷の随筆を愛する読者に向けて送ったメッセージであり、どのように絶望的な状況であっても前途 必ずや開かれており、前途への希望を決して失わぬようにとの願い った。　
また、戦乱の中、母親の年齢や劣悪な環境での長時間の移動といった諸問題を乗り越えて、一〇年ぶりに無事に













































三位一体であるからには、君たちは「我々」 、 「君たち」 、 「彼ら」の意見を排除して、協力してやっていかね
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して何を、そして如何に教えるべきなのか、豊にとって自ら 信 に対峙せざるを得ない日々が続い 。一九三八年一一月二六日の日記に、豊は次のように記している。
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あったが、子どもの教育 は比較的リベラルな考えをもっており、娘の教育にも力を注いだ。父の死後、母は近隣の農民相手の零細な藍染業とわずか 農地から 収入で、残され 幼 豊子愷 七人もの姉妹を育てあげた。豊子愷は母の生存中に その恩に報いきれなか との呵責の念から、髭を伸ば 始めたのである。　
一九三九年二月二四日の日記には 髭をめぐる風評 数々 記されている。有名人であるが故に、疎開
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小野忍「豊子愷『教師日記』 」 『中国文学雑考』大安社、一九六七年、 五―三〇八頁。
を中心に、当時、豊子愷がいだいていた時局への違和感、幼子の誕生に象徴されるような前途への希望、戦争にも影響されることのなかった信念、理想などを見てきた。　
これ以降、豊子愷は恩師、馬一浮の待つ桂林浙江大学へ異動し、桂林師範大学とは異なった教師生活をおくるこ
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（4）　


















豊子愷には新枚のほかに、長女陳宝（一九二〇生） 、次女林先（一九 一年生） 、三女寧馨（一九二二年生、豊子愷の姉豊満が










































21）　『日記』七―八頁（一九三八年一〇月二 日） 。尚、 『宇宙風』第一七期の同日の「日記」 （七二九頁）では、引用箇所の冒頭は
「牛乳を飲ませ、牛小屋に住まわせば、新枚は将来、牛のような大きな力で、敵を防御することができるだろう」となっている。
（
22）　『日記』九頁（一九三 年一〇月 九日） 。
（















魯迅「 『苦悶的象徴』引言」および「 『出了象牙之塔』後記」 、 『魯迅全集』
（第一〇巻） 、人民文学出版社、一九八二年、二三二
頁、二四五頁。












33）　『日記』一八頁（一九三八年一一月七日） 。尚、引用文中の「友人あるいは家の子ども」の箇所は、 「日記」 『宇宙風』第一九
期、八〇七頁では、 「同じ学力レベルの友人」となっている。また、末文の「明らかに為し難きことであった」は、同「日記」では「はからずも絶対的に不可能なことであった。教師をすることへの興味が大いに失われた」となっている。
（






36）　『日記』三六頁（一九 八年一 月二六日） 。
（
37）　
同上、三七頁（同上） 。
（
38）　
吉川幸次郎、前掲「訳者の言葉」四四一頁。
（
39）　
谷崎潤一郎「きのふけふ」
『谷崎潤一郎全集
　
第十四巻』中央公論社、一九六七年、四六一頁、四七一―四七二頁。
（
40）　
豊子愷『率真集』万葉書店、一九四六年。同書には上述の谷崎の文章の夏丏尊による訳文も収録。
（
41）　『日記』八四頁（一九三九年二月一七 ） 。
（
42）　
豊子愷「喫瓜子」 『論語半月刊』第四一期（一九三四年五月一六日） 。
（
43）　『日記』八八頁（一九三九年二月二四日） 。
（
44）　
大野公賀『中華民国期の豊子愷』汲古書院 二〇一 年。
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